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特性に応じた５つの市場分類

エグゼクティブサマリー

21市場の横断分析とスコアリングの結果、沖縄のインバウンド市場は5つに分類された。
市場特性に応じた戦略の実⾏が、「世界から選ばれる持続可能な観光地」実現の鍵となる。

今後の取り組みの⽅向性
本分類を踏まえ、「A.主⼒市場」はリピーター獲得と⾼付加価値化の取り組みを維持しつつ、「B.拡⼤市場」の沖縄訪問率の
改善と「C.⾼質市場」の認知・理解促進に重点投資を⾏い、市場の分散を段階的に進めることを提⾔する。「D.開拓市場」は
アクセス改善を前提とした中期的な施策、「E.検証市場」はデータ収集を優先し将来の格上げ判断に備える。

多様な観光データによる市場調査

定量評価による市場特性の可視化

統計データ（観光庁等）・航空デー
タ・WEBアンケート（12市場・プ
レミアムFIT*対象）を⽤いて21市
場を横断分析

各市場を①市場規模、②価値指標、
③ブランド浸透、④ポテンシャル、
⑤アクセス ⑥適合性の6軸でスコア
リング。市場の特性を可視化した。
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航空データ

顧客アンケート

分類 該当市場 位置付け

A. 
主⼒市場 韓国、台湾、⾹港 アクセス確⽴・ブランド浸透済。既存基

盤の深耕と⾼付加価値化

B. 
拡⼤市場 中国、タイ、シンガポール アクセス⼀定確⽴。沖縄訪問率の改

善による成⻑加速

C. 
⾼質市場

⽶国、豪州、イギリス、フランス、
ドイツ、イタリア、スペイン

⻑期滞在・⾼消費。認知〜理解の底
上げと質重視のアプローチ

D. 
開拓市場

フィリピン、ベトナム、
インドネシア、マレーシア

⾼ポテンシャル。アクセス整備と市場認
知の同時推進

E. 
検証市場

インド、ロシア、スウェーデン、
フィンランド

データ蓄積段階。定期的な検証による
将来性の⾒極め

*プレミアムFIT︓個⼈旅⾏者（FIT: Free Independent Traveler）の中でも、⾼付加価値な体験やサービスを好む層



台湾市場
令和７年度沖縄観光グローバル事業「外国⼈観光客誘致強化戦略策定事業」



市場別サマリー 台湾 市場

主要示唆

85.0%

• 認知率99.0%・訪問経験率61.3%と⾼⽔準で、⽇本旅⾏が定着した成熟市場

• 海外旅⾏の重視点は「治安の良さ」「⼟地の⾷事やお酒」「⾃然を満喫」が上位

• 沖縄のイメージは「料理やお酒」「豊かな⾃然」「治安の良さ」が強く認知されている

• 懸念する部分は「天候（台⾵）リスク」「⾔語不安」が上位

• 滞在⽇数は4-5泊が63.9%と最多。直⾏率は99.9%と極めて⾼い。60⽇以上の計画型予約が59.6%

沖縄来訪意向率（2025年）訪日客数（2025年）

6,763,424人
全市場中 3位

沖縄県訪問率（2024年）

11.52%
全市場中 1位

出典︓⽇本政府観光局（JNTO）訪⽇外客統計 出典︓観光庁インバウンド消費動向調査 出典︓R7沖縄県 海外アンケート調査

12市場中 6位



沖縄⼊域者数の推移 台湾 市場

⽇本全体｜訪問客数・構成⽐の推移 沖縄県｜訪問客数・構成⽐の推移

• 訪⽇客数は2025年に676万⼈（2019年⽐+38%）と成⻑継続。
• 訪沖は2024年に85.7万⼈で沖縄最⼤の送客市場（構成⽐40%）。2019年⽐では▲9%だが、前年⽐+107%と急回復中。
沖縄訪問率11.5%は全市場中最⾼。

出典：沖縄県観光要覧から作成出典：⽇本政府観光局（JNTO）訪⽇外客統計
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• 認知率︓沖縄のことを知っている⼈の割合
• 理解率︓認知者のうち、4段階のTOP2（歴史や⽂化などをよく知っている

／観光名所程度は知っている）の割合
• 好意率︓認知者のうち、 4段階のTOP2（とても好き／やや好き）の割合

• 来訪意向率︓認知者のうち、いつかは⾏きたい割合
• 1年以内来訪意向︓認知者のうち、 1年以内に⾏きたい割合
• 訪問経験率︓認知者のうち、 1回以上⾏ったことがある⼈の割合

• 来訪意向率(85.0%)は7市場平均(87.5%)を下回る。
• 訪問経験率(61.3%)は認知者の過半数が訪問済みであり、意向と経験のギャップ(23.7pt)が⼩さい点も特徴。

台湾 市場

出典：R7外国⼈観光客誘致強化戦略策定事業 海外アンケート調査
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沖縄ブランド認知度等の状況

※7市場＝ R7外国⼈観光客誘致強化戦略策定事業 海外アンケート調査対象市場（韓国・中国・台湾・⾹港・タイ・フランス・インド）



指標 ハワイ タイ インド
ネシア

ベトナ
ム

フィリ
ピン 東京 ⼤阪 京都 北海道 福岡 沖縄

認知率 92.8 88.8 88.2 84.8 84.0 99.5 99.2 99.5 99.8 93.0 100.0

理解率 61.5 70.4 58.4 63.7 59.8 88.4 80.6 82.9 78.7 75.3 77.5

好意率 82.2 79.7 74.5 73.2 70.2 94.2 91.2 91.2 89.0 91.1 90.0

来訪意向率 84.9 80.3 76.8 78.8 75.0 93.7 89.9 89.9 89.0 90.9 85.0

1年以内来訪意向 16.4 13.8 10.8 11.2 11.3 36.2 27.5 34.4 31.1 21.8 32.3

訪問経験率 33.2 50.5 30.8 35.2 28.2 79.5 64.8 69.8 60.8 48.8 61.3

競合エリア⽐較 台湾 市場

• ⽇本国内エリア（東京・⼤阪・京都・北海道）は全指標で⾼⽔準。沖縄もこれらに準ずる位置にある。
• 沖縄の「1年以内来訪意向」(32.3%)は東京(36.2%)、京都(34.4%)に次ぐ3位で、直近需要の獲得に期待できる。
• 東南アジアのリゾート地（タイ、インドネシア、フィリピン等）と⽐較し、沖縄は認知・好意・来訪意向の全てで優位。
• 課題は「理解率」(77.5%)で、東京(88.4%)、京都(82.9%)と⽐沖縄の魅⼒が⼗分に伝わっていない可能性がある。 

出典：R7外国⼈観光客誘致強化戦略策定事業 海外アンケート調査

単位︓(%)



0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

⾃然を満喫できるか
桜や雪景⾊など、季節ごとの景⾊を楽しめるか
歴史・⽂化を感じられる名所・旧跡があるか
歴史・⽂化を感じられる⾏事・⾵習があるか
その⼟地ならではの⾷事やお酒を楽しめるか
アウトドアアクティビティを楽しめるか

⽂化的な体験ができるか（お祭り等⾏事への参加、⼯芸品作りの体験など）
環境に配慮した旅⾏ができるか

住⺠との交流や、地域での暮らしを体験できるか
アート鑑賞（美術館巡り等）ができるか

学びや、得難い経験ができるか
⽇常から離れ、開放的な気持ちになれるか

慣習や信仰上の理由から、⾷事や宿泊の⼼配がないか
⾔葉が通じるか

現地に家族や友⼈が住んでいるか
治安が良いか

メディアでの評判
⼝コミ・レビューでの評判

その他
分からない

重視するもの

最も重視するもの

海外旅⾏先決定時の重視点 台湾 市場

• 「治安が良いか」(66.8%)が重視する⼈が多い項⽬。最も重視する⼈が多い項⽬も同じく「治安が良いか」(23.2%)。

出典：R7外国⼈観光客誘致強化戦略策定事業 海外アンケート調査



0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

豊かな⾃然や景勝地がある
季節ごとの様々な景⾊が楽しめる
歴史・⽂化のある名所・旧跡がある
歴史・⽂化のある⾏事・⾵習がある
沖縄にしかない料理やお酒がある

アウトドアアクティビティを楽しめる
⽂化的な体験ができる（お祭り等⾏事への参加、⼯芸品作りの体験など）

環境に配慮した旅⾏ができる
住⺠との交流や、地域での暮らしを体験できる

アート鑑賞（美術館巡り等）ができる
学びや、得難い経験ができる

⽇常から離れ、開放的な気持ちになれる
治安が良い

メディアでの評判が良い
⼝コミ・レビューでの評判が良い

その他
分からない

重視するもの

沖縄のブランドイメージ 台湾 市場

• 「料理やお酒」(50.0%)、「豊かな⾃然」(48.2%)、「治安が良い」(46.2%)が突出。

出典：R7外国⼈観光客誘致強化戦略策定事業 海外アンケート調査



0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

距離が近すぎる
距離が遠すぎる

航空券等の交通費が⾼そう
宿泊等の旅⾏先での滞在費が⾼そう

⾃然を楽しむことができなさそう
ゆったりとくつろげなさそう

⾒るべき場所が少なさそう
歴史や伝統的な⾏事が楽しめなさそう

様々な⼈との出会いがなさそう
⾔葉が通じるかが不安

⾷事が合わなさそう
ホスピタリティの質が低そう

⾼級感・プレミアム感がなさそう
ショッピングができなさそう

スポーツやアクティビティが楽しめなさそう
他ではできない特別な体験がなさそう

バラエティに富んだ様々な体験ができなさそう
既に⼀度⾏っているため新しいことがなさそう

観光地として有名でないこと
⼈に⾃慢ができなさそう

都会的な観光地ではなさそう
治安が良いかどうかわからない

騒々しい観光客が多そう
天候（台⾵）リスクが気になる

その他
気になることはない

懸念するもの

最も懸念するもの

沖縄旅⾏の懸念点 台湾 市場

• 「天候リスク」(28.2%)、「⾔語不安」(26.0%)、「⾒るべき場所少ない」(17.2%)が主な懸念。

出典：R7外国⼈観光客誘致強化戦略策定事業 海外アンケート調査



訪沖客の属性・構成 台湾 市場

• 沖縄訪問客の属性はレジャー旅⾏が80.5%で中⼼。グループ旅⾏が18.0%と⽐較的⾼い。
• 同⾏者数は4名(21.9%)が最多で、6名以上も18.0%。グループ旅⾏の⽐率が他市場に⽐べて⾼いのが特徴。

訪問者属性 同⾏者数

レジャー, 

80.5%

ビジネス, 

1.4%

グループ, 

18.0%

親族・友⼈, 0.2%

11.8%

21.7%

17.4%

21.9%
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18.0%
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1名 2名 3名 4名 5名 6名以上

出典︓ForwardKeys航空データ調査（データ期間︓2025年）



訪沖客の滞在⽇数・予約リードタイム 台湾 市場

• 沖縄での滞在⽇数は4-5泊(63.9%)に⼤きく集中。中期滞在が主流の市場。
• 予約リードタイムは60-89⽇(23.9%)が最も多い。60⽇以上の⻑期計画型が特徴的。

沖縄滞在⽇数 予約リードタイム
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出典︓ForwardKeys航空データ調査（データ期間︓2025年）



直⾏・乗継構成と主要経由地 台湾 市場

• 直⾏率99.9%と全市場中で最⾼⽔準。台湾-沖縄間の直⾏便が⾮常に充実している。
• 主な経由地は東京が27.7%、ついで⾹港18.2%、⽯垣11.2%である。

直⾏・乗継構成

出典︓ForwardKeys航空データ調査（データ期間︓2025年）

直⾏便, 

99.9%

国内乗継, 

0.1%
海外乗継, 

0.0%

主要な経由地（TOP10）

乗継箇所 ⽐率
東京 27.7%
⾹港 18.2%
⽯垣 11.2%
福岡 8.6%
⼤阪 8.5%

ソウル 7.3%
宮古 3.3%
上海 3.3%

名古屋 2.4%
下地島 2.4%


